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13
　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
は
「
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
作
戦
」「Devide and Rule

作
戦
」
を
常
套
手
段
と
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
で
、
す
で
に
多
く
の
論
考
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、か
つ
て
ソ
連
が
、ア
フ
ガ
ン
政
権
の
要
請
で
軍
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
さ
せ
た
と
き
、ア
メ
リ
カ
は
「
ム

ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
（
聖
戦
士
）」
と
い
う
名
の
イ
ス

ラ
ム
原
理
主
義
者
集
団
を
育
て
上
げ
、
ソ
連
軍
と

戦
わ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
10
年
近
く
続
い
た
戦
争
で
ソ
連
は
疲
弊
し
、

ソ
連
と
い
う
社
会
主
義
国
家
が
崩
壊
す
る
一
因
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
こ
と
が
、
こ
ん
ど
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
で

お
こ
な
わ
れ
、
ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
び

き
出
さ
れ
て
今
で
も
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
争
で
は
、「
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
（
聖
戦

士
）」
の
代
わ
り
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
が
総
力
を

あ
げ
て
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
」
を
支
援
し
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
か
つ
て
の
ソ
連
の
と
き
と
同
じ
よ
う

パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
区

大
イ
ス
ラ
エ
ル
構
想
（
太
線
で
囲
ま
れ
た
地
域
）
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に
、
ロ
シ
ア
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
む
し
ろ
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
の
「
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
」
で
欧
米
諸
国
が
経
済
崩
壊
す
る
危
険
性
す
ら
出
て
い
る
か

ら
で
す
。

14
　
私
は
先
に
「
ア
メ
リ
カ
に
支
援
さ
れ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
『
ハ
マ
ス
』
を
育
て
上
げ
、
自
分
の

権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
利
用
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
」
と
書
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
元
イ
ス
ラ
エ
ル
情
報
機
関
「
シ
ン
ベ
ト
」
長
官
ア
ミ
・
ア
ヤ
ロ
ン
氏
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
ニ
ュ
ー
ス
ナ
ビ

（
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
四
日
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
明
言
し
た
と
、
さ
き
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
。

　
し
か
し
、「
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
」
が
名
前
を
す
げ
替
え
ら
れ
て
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
と
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
変へ

ん
貌ぼ

う
を
と
げ

て
「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
と
い
う
名
前
で
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
世
界
支
配
の
道
具
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
を
詳
述
し
た
の
が
ク
リ
ス
・
カ
ン
サ
ン
に
よ
る
次
の
論
考
で
す
。

（
１
）Islam

ic T
errorism

 : Our A
lly For 38  Y

ears

（
イ
ス
ラ
ム
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
―
―
38
年
来
の
同
盟
者
）

https://w
orldaffairs.blog/2017/05/28/em

bracing-islam
ic-terrorism

/　
Chris Kanthan

（
２
）US and A

llies Created, Funded, A
rm
ed ISIS

（
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
創
設
し
、
資
金
を
提
供
し
、
武
装
さ
せ
た
）

https://w
orldaffairs.blog/2017/05/09/us-and-allies-created-funded-arm

ed-isis/　
Chris Kanthan

　
上
記
の
２
つ
の
論
考
は
ほ
ぼ
時
期
が
同
じ
で
す
。
前
者
は
題
名
が
「
イ
ス
ラ
ム
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
：
38
年
来
の
同
盟
者
」
と
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な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
が
「
イ
ス
ラ
ム
の
テ
ロ
組
織
」「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
」
と
38
年
間
も
同
盟
者
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
七
年
七
月
五
日
で
す
か
ら
、
そ
の
「
38
年
前
」
と
言
え
ば
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
（
聖
戦
士
）」
に
よ
っ
て
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ン
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
、
10
年
近

く
も
闘
っ
て
撤
退
し
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。

　
一
方
、「
タ
リ
バ
ン
」
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
神
学
校
「
マ
ド
ラ
サ
」
で
学
ん
で
い
た
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た

組
織
で
す
。
マ
ド
ラ
サ
で
学
ぶ
学
生
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
タ
リ
ブ
」
と
呼
ば
れ
、現
地
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
語
の
複
数
形
が
「
タ

リ
バ
ン
」
で
す
。

　
み
ず
か
ら
名
乗
っ
た
の
で
は
な
く
、
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
う
ち
に
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
「
タ
リ
バ
ン
」
と
い
う
呼

び
方
が
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
戦
争
で
混
乱
し
た
ア
フ
ガ
ン
を
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
え
に
従
っ
て
立
て
直
そ
う
と
し

ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
「
タ
リ
バ
ン
政
権
」
で
し
た
が
、
元
の
世
俗
的
社
会
主
義
政
権
か
ら
み
れ
ば
、
女
性
の
学

習
権
・
参
政
権
も
大
き
く
制
限
さ
れ
て
、「
発
展
途
上
国
」
へ
と
転
落
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
他
方
、
全
世
界
か
ら
か
き
集
め
ら
れ
た
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
「
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
」
は
、
再
編
成
さ
れ
て
「
ア
ル
カ

イ
ダ
」
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
の
経
過
は
、
上
記
記
事
（
１
）
に
詳
し
い
の
で
、
項
を
改
め
て
詳
し
く
説
明
を
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。
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15
　
さ
て
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
な
る
も
の
の
活
動
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
行

く
に
は
2
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
カ
ン
サ
ン
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
彼
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
を
語
る
上
で
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
２
つ
の
重
要

な
要
素
が
あ
る
。
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
外
国
人
戦
闘
員
と
イ
ス

ラ
ム
原
理
主
義
者
だ
。

　

一
九
八
〇
年
代
、
い
わ
ゆ
る
ア
ラ
ブ
系
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人

３
万
５
０
０
０
人
以
上
が
、
ロ
シ
ア
人
と
戦
う
た
め
に
世
界
中
か

ら
集
ま
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
カ
リ
フ
、
聖
戦
と
い
う
概
念
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
、
彼
ら
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
「
ア
ラ
ー
の
た
め
に
戦
え
」
は
「
Ｘ
国
の
た
め
に
戦
え
」
よ
り

も
は
る
か
に
効
果
的
だ
。
宗
教
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
戦
闘
員
は
、

死
を
恐
れ
な
い
の
で
、
戦
場
で
も
非
常
に
役
に
立
つ
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
自
爆
テ
ロ
に
不
可
欠
で
あ
る
。
自
爆
テ

ロ
な
し
に
は
、
多
く
の
戦
闘
や
戦
争
が
勝
利
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
と
同
時
に
、
私
た
ち
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
、
優
秀
な
兵
士
を
作
る
に
は
教
化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
学
ん
だ
。

ホワイトハウスに招かれたムジャヒディン（イスラム聖戦士）
https://worldaffairs.blog/2017/05/28/embracing-islamic-terrorism/
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そ
こ
で
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た
ち
に
ジ
ハ
ー
ド
、
武
器
、
ロ
シ

ア
人
に
対
す
る
憎
悪
の
概
念
を
紹
介
す
る
賢
い
教
科
書
を
作
っ
た
。

　
ア
フ
ガ
ン
の
小
学
校
で
使
わ
れ
た
教
科
書
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
「
ジ
ハ
ー
ド
」

の
精
神
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
文
脈
で
は
「
ジ
ハ
ー
ド
」
と
は
「
宗
教
の
た
め
に
努
力

す
る
、
戦
う
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
た
と
え
ば「
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
資
金
を
出
し
て
作
っ
た
小
学
校
１
年
生
用
の
教
科
書
」（
下
図
）

に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
付
い
て
い
ま
す
。（
下
線
﹇
傍
線
﹈
に
注
目
）

A
 is for A

llah.

Ａ
は
ア
ラ
ー
の
Ａ

J is for Jihad--Jihad in an obligation.

Ｊ
は
ジ
ハ
ー
ド
の
Ｊ
。
ジ
ハ
ー
ド
は
義
務
。

T is for Tufang

（rifle

）--M
y father buys rifles for M

ujahideens.

Ｔ
は
ラ
イ
フ
ル
の
Ｔ
。
父
は
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
の
為
に
ラ
イ
フ
ル
を
買
い
ま
す
。

D
 is for D

in

（relegion

）--O
ur religion is Islam

. Russionsare the 
enem

ies.

Ｄ
は
宗
教
の
Ｄ
。
我
々
の
宗
教
は
イ
ス
ラ
ム
教
で
す
。
ロ
シ
ア
人
は
敵
で
す
。



130

第５章　CIA の「カラー革命」華麗なる戦術転換

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
石
油
で
儲
け
た
お
金
が
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

活
動
を
世
界
各
地
で
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を
カ
ン
サ
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。　

そ
れ
以
来
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
世
界
中
の
イ
ス
ラ
ム
学
校
（
マ
ド
ラ
サ
）
に
数

十
億
ド
ル
を
費
や
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
学
校
は
、
将
来
の
活
動
家
、
過
激
派
、
戦
闘

員
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
ま
た
、
世
界
中
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
を
印
刷
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
は
、「
シ
ー
ア
派
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
殺
せ
」
と
い
っ
た
愛
に

満
ち
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
学
ぶ
。　
世
界
中
の
サ
ウ
ジ
の
モ
ス
ク
や
説
教
者
た
ち
も
、
過

激
派
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
め
続
け
て
い
る
。

16
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
イ
ス
ラ
ム
主
義
を
掲
げ
る
国
際
テ
ロ
組
織
「
ア
ル

カ
イ
ダ
」
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
た
組
織
を
世
界
的
規
模
で
つ
く
り
、
ア
フ
ガ
ン

以
外
に
も
輸
出
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
考
え
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
頭
に
浮
か
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
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そ
れ
を
カ
ン
サ
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
ア
フ
ガ
ン
戦
争
に
勝
利
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
世
界
の
他
の
地
域
で
も
再

現
可
能
な
見
事
な
脚
本
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
ア
ル
カ
イ
ダ
が
結
成
さ
れ
た
の
は
そ
の
時
だ
。
完
璧
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
石
油
会
社
ハ
リ
バ
ー
ト
ン
は
カ
ス
ピ
海
付
近
で
巨
大
な
石
油
埋
蔵
量
を
発
見
し
た
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
そ
の
周
辺
諸
国
は
ソ
連
崩
壊
後
も
親
ロ
シ
ア
派
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
国
民
が
知
ら
な
い
う
ち
に
、
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
は
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
ボ
ス
ニ
ア
、
コ
ソ
ボ
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
な
ど
で
非
常
に
活
発
に
活
動
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
戦
闘
員
は
、
主
に
３
つ
の
目
的
で
使
用
さ
れ
た
。

①
親
ロ
シ
ア
派
の
政
権
を
打
倒
し
追
放
す
る
。

②
石
油
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
に
協
力
し
、
米
軍
基
地
の
受
け
入
れ
に
同
意
す
る
親
欧
米
の
人
物
を
、
政
権
指

導
者
に
す
る
。

③
ロ
シ
ア
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
そ
の
他
の
利
益
を
妨
害
す
る
。

　
こ
れ
を
読
む
と
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
が
旧
東
欧
を
荒
ら
し
回
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。

　
旧
ソ
連
の
勢
力
圏
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
こ
と
ご
と
く
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
の
活
動
地
域
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　
カ
ン
サ
ン
氏
の
簡
潔
に
し
て
要
を
得
た
説
明
は
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
ま
す
。
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ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
簡
単
で
、
我
々
は
一
九
九
三
年
に
利
用
で
き
る
人
物
を
手
に
れ
た
。

　
グ
ル
ジ
ア
は
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
と
彼
の
カ
ラ
ー
革
命
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
五
年
に
よ
う
や

く
わ
れ
わ
れ
の
男
が
誕
生
し
た
。

　
１
年
以
内
に
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
（
カ
ス
ピ
海
）、
グ
ル
ジ
ア
、
ト
ル
コ
を
結
ぶ
１
０
０
０
マ
イ
ル
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
で
き
た
！

　
チ
ェ
チ
ェ
ン
は
部
分
的
に
成
功
し
た
。
彼
ら
は
ロ
シ
ア
か
ら

の
独
立
を
求
め
て
奮
闘
し
て
い
た
た
め
、
サ
ウ
ジ
の
資
金
と
ア

メ
リ
カ
の
武
器
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
た
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン
を

喜
ん
で
歓
迎
し
た
。
短
期
間
の
う
ち
に
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
支
配

的
宗
教
勢
力
だ
っ
た
「
非
暴
力
で
神
秘
的
な
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
」

は
サ
ウ
ジ
の
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
に
乗
っ
取
ら
れ
た
。

　
ア
ル
カ
イ
ダ
は
ロ
シ
ア
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
爆
破
し
始
め
た
。

　
ロ
シ
ア
は
一
九
九
四
年
に
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
侵
攻
し
、
戦
争
に

敗
れ
て
撤
退
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
の

は
楽
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
３
年
後
に
プ
ー
チ
ン
が
首
相
に
就
任
し
、
ジ

ハ
ー
ド
主
義
者
と
無
慈
悲
な
戦
争
を
繰
り
広
げ
、
決
定
的
な
勝

利
を
収
め
、
二
〇
一
八
年
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
自
ら
の
強
権
者
を

据
え
た
。

旧東欧、バルカン半島の石油パイプライン
https://worldaffairs.blog/2017/05/28/embracing-islamic-terrorism/
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ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
で
さ
え
最
近
大
き
な
復
活
を
遂
げ
、
チ
ェ

チ
ェ
ン
人
は
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
と
ジ
ハ
ー
ド
主
義
を
拒
否
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

私
は
チ
ェ
チ
ェ
ン
情
勢
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
を
読
ん
で
や
っ
と
チ
ェ
チ
ェ
ン
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
の
か
が
初
め
て
分
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

プ
ー
チ
ン
政
権
が
登
場
し
な
け
れ
ば
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
は
ア
ル
カ
イ

ダ
の
巣
窟
に
な
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

17
　
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
指
導
に
従
っ
て
旧
ソ
連
圏
・
旧
東
欧

を
荒
ら
し
回
っ
た
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
で
し
た
が
、
彼
ら
は
再
び
中

東
に
舞
い
戻
り
、
シ
リ
ア
だ
け
で
な
く
リ
ビ
ア
な
ど
ア
フ
リ
カ
に

ま
で
手
を
伸
ば
す
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
再
び
カ
ン
サ
ン

氏
の
説
明
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ル
カ
イ
ダ
は
ボ
ス
ニ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
コ
ソ
ボ
で
非
常
に
役
に
立
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半

に
は
、
セ
ル
ビ
ア
の
親
ロ
シ
ア
派
を
排
除
す
る
た
め
に
、
で
っ
ち
上
げ
の
罪
状
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
爆
撃
を
利
用
し
た
。 旧東欧、コークサスの石油パイプライン

https://worldaffairs.blog/2017/05/28/embracing-islamic-terrorism/
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ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ア
ジ
ア
で
は
、
イ

ス
ラ
ム
過
激
主
義
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
地
政
学
的
な
変
革
を
促
す
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　
リ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
、
イ
エ
メ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
で
は
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
、
ア
ル
カ

イ
ダ
、サ
ラ
フ
ィ
ス
ト
（
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の
極
端
な
原
理
主
義
を
信
奉
す
る
人
々
）

に
依
存
し
て
い
る
。

　
リ
ビ
ア
で
は
、
リ
ビ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
戦
闘
グ
ル
ー
プ
（LIFG

）
と
い
う
ア
ル
カ
イ

ダ
傘
下
の
組
織
を
利
用
し
た
。

　
我
々
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
（
ベ
ル
ハ
ジ
）
を
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
刑
務
所
か
ら
釈
放
し
、
彼
に

素
敵
な
ス
ー
ツ
を
着
せ
、ジ
ョ
ン・マ
ケ
イ
ン
と
の
写
真
撮
影
を
手
配
し
、彼
は
「
残

忍
な
独
裁
者
」
カ
ダ
フ
ィ
と
戦
う
自
由
の
戦
士
と
な
っ
た
！

　
こ
れ
を
読
ん
で
驚
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
者
か
ら
「
残
忍
な
独
裁
者
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
リ
ビ
ア
の
カ
ダ
イ
フ
ィ
大
佐
を
惨
殺
す
る
た
め
に
送
り
出
さ
れ
人

物
が
、
素
敵
な
ス
ー
ツ
を
着
せ
ら
れ
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
上
院
議
員
と
の
写
真
撮
影
ま

で
手
配
さ
れ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
刑
務
所
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
し
た
。

　
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
は
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
「
残
忍
な
独
裁
者
」
と
は
全
く
違
っ
た
実
像

が
見
え
て
く
る
の
で
す
が
（「
ア
フ
リ
カ
を
欧
米
の
支
配
か
ら
独
立
さ
せ
る
た
め
の
独
自
通
貨

の
提
案
」
な
ど
）、
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
ベ
ル
ハ

マケイン上院議員（写真右）と一緒に写真撮影された、リビアのテロリストのベルハジ
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ジ
と
一
緒
の
マ
ケ
イ
ン
の
写
真
ほ
ど
お
ぞ
ま
し
い
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
マ
ケ
イ
ン
と
言
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
「
尊
厳
の
革
命
二
〇
一
四
」
で
も
、
ク
ー
デ
ー
タ
ー
に
乗
り
出
そ
う
と
す
る
民
衆
に

向
か
っ
て
壇
上
か
ら
激
励
の
挨
拶
を
送
っ
て
い
る
厚
顔
無
恥
の
人
物
で
す
が
、
カ
ダ
フ
ィ
惨
殺
に
あ
た
っ
て
も
こ
ん
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
と
は
！　
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
写
真
も
貴
重
な
一
枚
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
占
拠
」
運
動
（Occupy M

ovem
ent

）
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
と
き
、
も
し
も
中
国
や
ロ
シ
ア
の
外
交
官
や
国
会
議
員
が
壇
上
で
激
励
演
説
を
し
た
り
、
ク
ッ
キ
ー
や
ド
ー
ナ
ツ
な

ど
の
差
し
入
れ
を
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
れ
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
の
傲
慢
不
遜
ぶ
り
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
行
動
や
写
真
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

18
　
さ
て
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
の
活
動
は
、
今
や
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
に
ま
で
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
「
ボ
コ
ハ
ラ
ム
（Boko Haram

）」、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
（A

bu Sayyaf

）」、
中
国
の
「
ウ
ィ
グ
ル
・
テ

ロ
リ
ス
ト
（Uyghru Terrorists

）」
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
は
活
動
場
所
に
応
じ
て
名
前
を
変
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
を

転
覆
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
の
が
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
で
し
た
。
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し
て
い
る

の
が
先
述
の
（
２
）
の
論
考
で
し
た
。
以
下
に
こ
れ
を
再
録
し
て
お
き
ま
す
。

＊US and A
llies Created, Funded, A

rm
ed ISIS

（
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
が
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
作
り
だ
し
資
金
提
供
し
武
装
さ
せ
た
）

https://w
orldaffairs.blog/2017/05/09/us-and-allies-created-funded-arm

ed-isis/　

by Chris Kanthan
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こ
の
論
考
は
次
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同
盟
国
が
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
支
援
し
て
い
る
と
い
う
考
え
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
衝
撃
的
で
あ

り
、
多
く
の
痛
み
を
伴
う
認
知
的
不
協
和
を
生
み
出
す
。
即
座
の
反
応
は
、〝
あ
り
え
な
い
〞〝
陰
謀
論
だ
！
〞
と
い
う

も
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
証
拠
は
議
論
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
だ
け
な
の
だ
。

　
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
を
打
倒
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
公
然
と
ア
ル
カ
イ
ダ
や
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
武
装

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
カ
タ
ー
ル
だ
。

　
こ
の
２
カ
国
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
武
器
を
購
入
し
、
主
に
ト
ル
コ
、
一
部
は
ヨ
ル
ダ
ン
を
経
由
し
て
シ
リ
ア
の
テ
ロ
リ

ス
ト
た
ち
に
輸
送
す
る
（
ト
ル
コ
は
北
で
シ
リ
ア
と
国
境
を
接
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
は
南
で
国
境
を
接
し
て
い
る
）。

　
ア
メ
リ
カ
政
府
の
ト
ッ
プ
は
み
な
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
資
金
を
提
供
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
カ
タ
ー
ル
の
役
割
を
知
っ

て
い
た
し
、
認
め
て
い
た
。

　
例
え
ば
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
選
挙
運
動
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
ポ
デ
ス
タ
に
、「
カ
タ
ー
ル
と
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
と
こ
の
地
域
の
他
の
ス
ン
ニ
派
過
激
派
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
秘
密
裏
に
資
金
援
助
と

後
方
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
」
と
メ
ー
ル
で
書
い
て
い
る
。

　
右
で
は
「
例
え
ば
」
の
例
と
し
て
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
言
だ
け
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
あ
と
に
は
大
統
領

ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
、
統
合
参
謀
本
部
議
長
マ
ー
テ
ィ
ン
・
デ
ン
プ
シ
ィ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
司
令
官 

ウ
エ
ズ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

将
軍
な
ど
が
、
同
趣
旨
の
発
言
を
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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そ
れ
ど
こ
ろ
か
Ｄ
Ｉ
Ａ
（
国
防
情
報
局
）
の
幹
部
は
二
〇
一
二
年
、
国
防
総
省
の

メ
モ
で
、
次
の
よ
う
に
警
告
し
ま
し
た
。

　
「
シ
リ
ア
の
反
体
制
派
は
主
に
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
、
ア
ル
カ
イ
ダ
、
サ
ラ
フ
ィ
ス

ト
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の
過
激
グ
ル
ー
プ
）
で
構
成
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
は
シ
リ
ア
の
反
体
制
派
へ
の
武
装
を
や
め
る
べ
き
だ
」

　
と
こ
ろ
が
当
時
の
大
統
領
オ
バ
マ
は
「
彼
ら
は
穏
健
派
だ
」
と
主
張
し
て
、
こ
の

Ｄ
Ｉ
Ａ
長
官
を
解
雇
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
Ｄ
Ｉ
Ａ
長
官
の
発
言
は
「
よ
ほ

ど
不
都
合
な
真
実
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
シ
リ
ア
大

統
領
ア
サ
ド
打
倒
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

17
　
さ
ら
に
カ
ン
サ
ン
氏
の
論
考
は
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
奇
妙
な
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
と
も
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

を
肯
定
的
に
見
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
関

係
が
疑
わ
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
は
国
務
長
官
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
交
渉
の
際
に
シ
リ
ア

大
統
領
ア
サ
ド
に
対
す
る
梃て

子こ

と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と

「穏健派」の ISIS がシリア兵の心臓を食べたり、10歳の少年の首を切って誇示している
https://worldaffairs.blog/2017/05/09/us-and-allies-created-funded-armed-isis/
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を
認
め
た
。
ケ
リ
ー
は
、
同
じ
発
言
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
が
い

か
に
多
く
の
資
金
と
労
力
を
費
や
し
て
ア
サ
ド
を
打
倒
し
た
か
、

そ
し
て
い
か
に
プ
ー
チ
ン
が
や
っ
て
き
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
弱
体
化

さ
せ
た
か
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
相
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
イ

ス
ラ
エ
ル
を
攻
撃
し
た
の
は
一
度
だ
け
だ
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
す

ぐ
に
謝
罪
し
た
と
語
っ
た
！

　
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
異
常
な
発
言
だ
。

　

多
く
の
人
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
秘
密
情
報
部

（Israeli Secret Interigence Services 

）」
の
略
だ
と
言
う
の

も
頷う

な
ず

け
る
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
ケ
リ
ー
国
務
長
官
が
「
ア
メ
リ
カ
が
い

か
に
多
く
の
資
金
と
労
力
を
費
や
し
て
ア
サ
ド
を
打
倒
し
た
か
、
そ

し
て
い
か
に
プ
ー
チ
ン
が
や
っ
て
き
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
弱
体
化
さ
せ
た

か
に
つ
い
て
」
語
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ア
サ
ド
大
統
領
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
攻
撃
に
堪
り
兼
ね
て
ロ
シ
ア

に
援
助
を
要
請
し
た
の
で
す
が
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
み
ご
と
に
こ

の
要
請
に
応
え
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
駆
逐
し
た
の
で
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
は
、

シリアを巨大な戦車や砲撃部隊で我がもの顔に跋虜する ISIS



139

18

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
最
新
兵
器
で
武
装
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
敗
北
さ
せ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の
事
件
は
ロ
シ
ア
軍
の
兵
器
の
優

秀
さ
と
戦
術
の
見
事
さ
を
世
界
に
示
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
こ
こ
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻
撃
し
た
の
は
一
度
だ
け
だ
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は

す
ぐ
に
謝
罪
し
た
」
と
い
う
事
実
で
す
。

　
表
向
き
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
＝
過
激
派
イ
ス
ラ
ム
集
団
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
も
放
置
す
る

わ
け
に
は
い
か
ず
「
か
た
ち
だ
け
で
も
」
攻
撃
す
る
ふ
り
を
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
も
思
わ
ず
そ
れ
に
反
撃
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
裏
で
は
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
「
友
軍
」
と
し
て
行
動
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
謝
罪
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
さ
も
な
い
と
今
後
は
「
友
軍
」
と
し
て
扱
っ
て
も
ら
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

か
ら
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
「
イ
ス
ラ
エ
ル
秘
密
情
報
部
（Israeli Secret Intelligence Services

）」
と
命
名
し
た
才

覚
に
は
、
脱
帽
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

18
　
と
こ
ろ
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
つ
く
り
出
し
た
の
は
誰
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
れ
だ
け
巨
大
な
戦
車
や
砲
撃
部
隊
を
彼
ら
は
ど

の
よ
う
に
し
て
構
築
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
カ
ン
サ
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
し
た
。
再
録
し
ま
す
。
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さ
ら
に
奇
妙
な
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
と
も
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
肯
定
的
に
見
て
い
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
関
係
が
疑
わ
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
は
国
務
長
官
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
交
渉
の
際
に
シ
リ
ア
大
統
領
ア
サ
ド
に
対
す
る
梃て

子こ

と
し
て

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
認
め
た
。
ケ
リ
ー
は
、
同
じ
発
言
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
多
く
の
資

金
と
労
力
を
費
や
し
て
ア
サ
ド
を
打
倒
し
た
か
、
そ
し
て
い
か
に
プ
ー
チ
ン
が
や
っ
て
き
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
弱
体
化
さ
せ

た
か
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
相
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻
撃
し
た
の
は
一
度
だ
け
だ
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｓ
は
す
ぐ
に
謝
罪
し
た
と
語
っ
た
！

　
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
異
常
な
発
言
だ
。
多
く
の
人
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
秘
密
情

報
部
」
の
略
だ
と
い
う
の
も
頷
け
る
。

　
御
覧
の
と
お
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
「
広
大
な
砂
漠
を
１
０
０
０
台
も
の
新
品
の
ト
ヨ
タ
製
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
ア
メ

リ
カ
製
戦
車
で
、
ま
っ
た
く
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
移
動
し
て
い
た
」
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
映
像
は
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
皆
さ
ん
も
御
存
知
の
は
ず
で
す
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
、
こ
の
よ
う
に
縦
横
無
尽
の
行
動
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
す
、
米
軍
そ
の
他
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
彼
ら
は
バ
ク
ダ
ッ
ド
だ
け
は
攻
撃
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
「
統
制
さ
れ
た
混
沌
」

で
し
た
。
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19

19
　
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
、
こ
の
よ
う
に
高
度
な
武
器
を
ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
い
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
カ
ン
サ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
を
人
権
団
体
や
大
手
メ
デ
イ
ア
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
説
明
の
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
は
解
説
す
る
ま
で

も
な
い
で
し
ょ
う
。

　
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
報
告
書
が
二
〇
一
五
年
に
、
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
の
武
器
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
製
だ
と
指
摘
し
た
と
き
、
メ
デ
ィ
ア
の
専

門
家
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
言
い
訳
や
説
明
を
思
い
つ
い
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
が

誤
っ
て
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
支
配
地
域
に
武
器
を
投
下
し
た
瞬
間
も
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　
ア
メ
リ
カ
国
防
総
省
の
監
査
で
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
イ

ラ
ク
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
送
ら
れ
た
25
億
ド
ル
相
当
の
武
器
／
車
両
の
所
在
が
説
明

で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
ど
う
だ
っ
た
？

　

あ
る
い
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
訓
練
キ
ャ
ン
プ
の
ビ
デ
オ
で
、「
Ｕ
Ｓ
」

と
書
か
れ
た
テ
ン
ト
が
あ
る
の
を
見
せ
た
時
は
ど
う
だ
っ
た
？

　
他
方
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
ト
ル
コ
か
ら
も
武
器
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
情
は
カ

ン
サ
ン
氏
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

ISIS 訓練所のビデオ「テントにUSの文字」
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ト
ル
コ
は
３
年
間
、
盗
ん
だ
石
油
と
引
き
換
え
に
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
に
ア
メ
リ
カ
製
の
武
器
を
売
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
プ
ー

チ
ン
が
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
石
油
タ
ン
カ
ー
を
破
壊
す
る
ま
で
続
い
た
。

　
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
で
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
支
持
者
で
あ
る
マ
イ
ク
・
モ
レ
ル
は
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
同
じ
こ

と
を
し
な
か
っ
た
の
か
と
問
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
は
環
境
破
壊
を
恐
れ
て
い
る
と
答
え
た
！ 

こ
の
よ
う
な
嘘
の
狂
気
は

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
だ
。

　
オ
バ
マ
大
統
領
は
シ
リ
ア
／
イ
ラ
ク
に
何
千
も
の
爆
弾
を
投
下
し
続
け
た
。
二
〇
一
五
年
と
二
〇
一
六
年
だ
け
で

５
万
の
爆
弾
を
投
下
し
た
。
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
増
え
続
け
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
爆
弾
が
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
兵
士
を
１
人
殺
す
だ
け
だ
っ
た
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
オ
バ
マ
が
偽
旗
戦
争
を
仕
掛
け
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
空
軍
が
シ
リ
ア
軍
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
が
、
結
局
は
重
要
な
戦
闘
で
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
や
ア
ル
カ
イ
ダ
を
助
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
も
興
味
深
い
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
ア
サ
ド
大
統
領
の
要
請
で
シ
リ
ア
に
乗
り
出
す
ま
で
は
、
ト
ル
コ
に
よ
る
石

油
盗
掘
が
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。（
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
石
油
盗
掘
は
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
が
。）

　
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
軍
の
優
秀
さ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
試
さ
れ
る
前
に
シ
リ
ア
で
証
明
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
み
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
ロ
シ
ア
軍
と
戦
っ
て
勝
て
る
は
ず
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
は
必
ず
や
プ
ー
チ
ン
政
権
を
崩
壊
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ

は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
の
尻
を
叩
き
続
け
た
の
で
す
。
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20

20
　
さ
て
カ
ン
サ
ン
氏
は
こ
の
論
考
の
最
後
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
ま
す
。

　
ア
ル
カ
イ
ダ
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
ア
ル
シ
ャ
バ
ブ
（
ソ
マ
リ
ア
）、
ア
ブ
サ
ヤ
フ
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
）、
ボ
コ・ハ
ラ
ム
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）
と
い
っ
た
イ
ス
ラ
ム
の
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
は
、

す
べ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
便
利
な
道
具
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
・
テ
ロ
は
、
激
し
く
戦
い
、
喜
ん
で
死
ん
で
く
れ
る
安
価
な
戦
士
の
供
給

源
だ
。
ま
た
、
そ
の
数
は
豊
富
で
、
世
界
中
か
ら
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
終
わ
り
の
な
い
戦
争
の
た
め
の
傭
兵
と
し
て
機
能
し
、
軍
産
複
合
体
や
世
界
覇

権
を
夢
見
る
操
り
人
形
師
に
と
っ
て
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。

　
ま
た
、
代
理
戦
争
は
政
治
的
な
議
論
を
経
た
り
、
議
会
や
国
民
の
承
認
を
得
た
り
す

る
こ
と
な
く
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
し
か
に
、
い
く
つ
か
の
国
が
破
壊
さ
れ
、
反
撃
が
起
こ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
大
量
に
移
民
し
、
社
会
が
混
乱
す
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
の
だ
。こ
れ
は
不
都
合
な
真
実
で
あ
り
、「
グ
ロ
ー

バ
リ
ス
ト
と
イ
ス
ラ
ム
テ
ロ
リ
ス
ト
の
邪
悪
な
同
盟
に
関
す
る
私
の
次
の
記
事
」
で
読

む
こ
と
が
で
き
る
。

ボコハラム（ナイジェリア）、アブサヤフ（フィリピン）、ウィグル（中国）のテロリスト



144

第５章　CIA の「カラー革命」華麗なる戦術転換

　
右
の
引
用
文
に
お
け
る
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
」
と
い
う
用
語
は
分
か
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、「
新
自
由
主
義
」
と
い
う

経
済
体
制
の
信
奉
者
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
を
使
っ
た
代
理
戦
争
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
「
ロ
シ
ア
軍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
戦
い
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
大
手
メ
デ
イ
ア
で
は
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
は
裏
で
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
送
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
は
、
実
は
ロ
シ
ア
を
政
権
崩
壊
に
追
い
込
む
た
め
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
「
代
理
戦
争
」
を
戦

わ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
証
拠
に
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
休
戦
協
定
を
結
ぼ
う
と
す
る
と
、
そ
の
た
び
に
横
や
り
が

入
り
、
戦
い
を
継
続
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
「
代
理
戦
争
」
を
カ
ン
サ
ン
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
「
た
し
か
に
、
い
く
つ
か
の
国
が
破
壊
さ
れ
、
反
撃
が
起
こ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
大
量
に

移
民
し
、
社
会
が
混
乱
す
る
だ
ろ
う
」「
し
か
し
、
こ
れ
に
は
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
の
だ
」「
こ
れ
は
不
都
合
な
真
実
で

あ
る
」

　
そ
し
て
、
そ
の
詳
し
い
説
明
は
「
次
の
論
考
を
読
ん
で
欲
し
い
」
と
述
べ
て
氏
の
論
考
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

＊https://w
orldaffairs.blog/2017/05/28/em

bracing-islam
ic-terrorism

/

　
そ
こ
で
本
当
は
そ
の
要
点
だ
け
で
も
紹
介
す
べ
き
な
の
で
す
が
、
す
で
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
長
く
な
り
す
ぎ
て
い
ま
す
の
で
次

章
に
回
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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20

〈
本
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

「
戦
争
は
国
家
の
健
康
法
で
あ
る
」

「
カ
ラ
ー
革
命
」（「
民
衆
革
命
」
を
装
っ
た
ク
ー
デ
タ
ー
）

「
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
作
戦
」「Devide and Rule

作
戦
」（「
分
断
し
て
統
治
す
る
」
ア
メ
リ
カ
の
基
本
戦
略
）

「
ク
リ
ー
ル
委
員
会
」（George Creel

を
委
員
長
と
し
た
委
員
会
。
国
民
を
第
1
次
世
界
大
戦
に
む
け
て
扇
動
す
る
た
め
の
政
府
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
機
関
。
正
式
名
称
はCom

m
ittee on Public Inform

ation

）

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（Islam

ic State of Iraq and Syria

、
イ
ス
ラ
ム
国
）

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（Israeli Secret Intelligence Services

、
イ
ス
ラ
エ
ル
秘
密
情
報
部
）

Ｎ
Ｅ
Ｄ
（National Endowm
ent for Dem

ocracy

、
全
米
民
主
主
義
基
金
）

GREAT ISRAEL

（
ユ
ダ
ヤ
人
が
旧
約
聖
書
に
基
づ
い
て
建
国
し
よ
う
と
す
る
「
大
イ
ス
ラ
エ
ル
国
」）

Ｉ
Ｃ
Ｊ
（International Court of Justice

、
国
際
司
法
裁
判
所
）

サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
デ
（
チ
リ
の
元
大
統
領
。
体
を
治
す
医
者
か
ら
世
を
治
す
医
者
へ
）

ラ
ン
ド
ル
フ
・
ボ
ー
ン
（Randolph Bourne

、
33
歳
で
夭
折
、「
戦
争
は
国
家
の
健
康
法
で
あ
る
」）

ア
ミ
・
ア
ヤ
ロ
ン
（Am

i Ayaron

、
イ
ス
ラ
エ
ル
諜
報
機
関
「
シ
ン
ベ
ト
」
の
元
長
官
）
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エ
フ
ラ
ッ
ト
・
フ
ェ
ニ
グ
ソ
ン
（Efrat Fenigson

、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
元
諜
報
機
関
員
。
女
性
）

カ
ダ
フ
ィ
大
佐
（Qadhafi, M

uam
m
ar M

oham
m
ed Abu M

inyar

、
元
リ
ビ
ア
の
国
家
元
首
）

カ
ダ
フ
ィ
大
佐
時
の
リ
ビ
ア
正
式
名
称
「
大
リ
ビ
ア
・
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
人
民
ジ
ャ
マ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
国
」

ベ
ル
ハ
ジ
（
ア
ブ
デ
ル
ハ
キ
ム
・
ベ
ル
ハ
ジ
、Abdelhakim

 Belhadj

、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
、
カ
ダ
フ
ィ
惨
殺
の
先
頭
に
立
っ

た
）
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